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名前・学部・学科等  川 本 義 海 ・ 大学院工学研究科 原子力・エネルギー安全工学専攻 
研究情報の分類 □シーズ  □特許  □新製品  □分析/解析  ■調査 
研究分野の分類 12 
以下の１８項目から一つ選び番号を左欄に記入する。 
1.物理系 2.エネルギー系 3.化学系 4.バイオ系 5.環境系 6.海洋･宇宙系 7.交通系 
8.機械系 9.材料系 10.電子･電気系 11.情報系 12.建築･建設系 13.医学系  
14.健康･保険系 15.看護・福祉系 16.農業･林業系 17.水産･畜産系 18.その他    
重点研究分野への該当 □ ＩＴ □ ナノ □ バイオ ■ 環境・エネルギー □ その他 
キーワード(5 個以内) GPS 道路交通 交通調査   
研究情報の名称 携帯型 GPS を用いた道路交通調査 
概要 
 情報化社会における道路・交通空間の整備にあたり，情報技術（IT）を活用した高機能な交通基盤形成のため
の整備手法ならびにその方策（交通データの調査・分析）について，携帯型 GPS の活用からその可能性と実用性
の検討をおこなうものである． 
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start 交差点入口1 a P1
 
▲積雪の有無による走行速度変化  ▲郊外大型 SC付近交差点の速度変化 ▲コミュニティバスの運行状況 
調査のアウトプットイメージ 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等 中央測量設計（株） 
関連する特許 1件 なし 
関連する論文 1編 川本義海，林快宗，三村泰広，本多義明：道路交通調査における
携帯型 GPS の実用性の検討，土木学会第 59 回年次学術講演会講
演概要集，59，4，講演番号Ⅳ-396，2004.9  
携帯型GPSによる移動
データ（コミュニティバ
ス、高齢者交通）の管理
機動的、小規模の交通
実態調査への援用
GPS データの自動
図化機能 
PHS、携帯電話を用い
た歩行行動調査（おも
に観光地、商店街） 
移動式簡易型交通流動計測システム 
（車線改良、交差点改良、社会実験時
の効果計測、現状把握など） 
データ取得の確実性、
信頼性、被験者への負
荷の軽減など 
定時定路線運行交通の
運行管理への応用
非日常的交通流動実
態把握（イベント時、
大雪時、自然災害時）
 
シーズ シーズ
 データの蓄積   さまざまなケーススタディによる検討   実用化に向けた信頼性の向上 
▲使用する携帯型GPS 
交通状況 
簡易記録 
自動再生技術 
